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山口  正夫  さん
72歳・男性 / 要支援2・妻と2人暮らし

ゆるやか連携ラボ



3 山口 正夫 さん(72歳・男性) 要支援2 / 妻と2人暮らし

■  基本情報

年齢・性別 72歳 男性 介護度 要支援2

居住 戸建(妻70歳と2人暮らし) キーパーソン 妻 / 長男(東京・年数回)

サービス 通所リハ週2・訪問看護週1 移動 独歩(屋外も自立)

■  直近の経過(訪問看護記録より)

■  生活・人物像

💭 グループで話してみてください

📝 出てきた「迷い」を付箋に書き出しましょう(1人1〜2枚) / 1枚=1迷い / 「○○を○○するか迷う」の形で
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3週間前から微熱(37.2〜37.5℃)と乾いた咳が続いている▶

体重が1ヶ月で2kg減少、夜間の寝汗あり▶

本人は「風邪が長引いているだけ」と言い、受診を渋っている・

20代の頃に「胸の影」を指摘された記憶あり(妻の話)・

既往:慢性閉塞性肺疾患(COPD)・前立腺肥大症・高脂血症・

喫煙歴:40年(5年前に禁煙)・

元・市役所職員(税務課)。几帳面で書類仕事を今も得意とする・

町内会の会計係として現役。月1で公民館の会合に出席・

通所リハには10名前後が同時間帯に集まる(送迎車相乗りあり)・

孫(0歳)が来月から月1で泊まりに来る予定・

妻が3年前に肺炎で入院歴あり、現在は健康・

今日からあなたの職種が関わります。どんな場面で「迷い」が生まれそうですか?Q1

「受診を渋る本人」と「周囲の安全」、どう折り合いをつけますか?Q2

保健所に「相談」していいタイミングはいつだと思いますか?Q3



職種別ヒント 結核の場合 ― 職種別ヒント CASE 03 / 結核疑い

Q1「どんな場面で迷いが生まれそうですか?」で手が止まったら、自分の職種の欄を見てください。山口さんのケ

ースを、その職種の現場に置き換えた「たとえば、あなたの場合」です。答えではなく、迷いを思い出すきっか

け。ここに書いていない迷いを出してもらって構いません。

居宅ケアマネ

結核が疑わしいと感じても、受診を渋る本人にどう伝えるか。通所リハの事業所や送迎車の

同乗者に、いつ・何を伝えるか。保健所に「相談」していいのか、まだ早いのか。サービス

全体を見渡す立場として、どこから動くか迷う。

地域包括

（総合支援セン

ター）

要支援2の山口さんを担当する立場として、本人・妻・町内会・通所先と、関わる範囲が広

い。受診につなげる役割は誰が担うのか。地域の活動に出ている方なので、どこまでが「世

帯の話」でどこからが「地域の話」か、線引きに迷う。

訪問看護師

週1で訪問し、症状の経過を最も近くで見ている。「これは結核を疑うべきでは」と感じたと

き、本人・家族・主治医・ケアマネに、どう・どこまで伝えるか。受診を渋る本人と、自分

の見立てのあいだで迷う。

訪問介護員・サ

責

（定期巡回含む）

咳をしている利用者宅で、長く同じ空間にいる。マスクのレベルをどうするか、訪問を続け

てよいか。サ責としては、ヘルパーの不安にどう答え、事業所としてどう判断するか。医療

職の指示がないなかで、どこまで動いてよいか迷う。

福祉用具

専門相談員

用具の納品や調整で利用者宅を訪問し、咳の続く方と同じ室内で作業する。短時間とはい

え、訪問してよいか、何か備えるべきか。会社から何の指示もないとき、自分で判断してよ

いのか迷う。

病院の地域連携

室

（MSW・退院調

整Ns）

結核が疑われる方、あるいは診断がついた方の退院・転院の調整に関わる。受け入れ先の施

設や在宅サービスに、どこまで情報を伝えるか。接触者の心配をどう扱うか。保健所との連

絡のなかで、自分の役割がどこまでか迷う。

社協・生活支援

コーディネータ

ー

山口さんは町内会の会計係。地域活動の場に出ている方が結核を疑われたとき、地域の集ま

りや見守りの輪にどう影響するか。不安が広がったとき、どう受け止め、どこにつなぐか。

リハ職・機能訓

練

指導員

通所リハで、同じ時間帯に10名前後が集まる空間に関わる。咳の続く利用者がいるとき、訓

練を続けるか、席や時間をどう考えるか。他の利用者・送迎車の同乗者への影響も気にな

り、どこから手をつけるか迷う。
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